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余戸南第 4 高架橋は，松山外環状道路の PC５径間連続ラーメン中空床版橋である。架橋位置は，人口集中地区

内であり，空港も近く交通量も多いため，頻繁に渋滞が発生している。本橋は，桁高が 1.3 ｍと低く，横桁部にお

ける鉄筋・PC ケーブルの高密度配置による作業性の低下と，交通量の多い一般交通に挟まれた中での固定式支保

工架設による事故発生リスクが問題となった。そこで横桁部での配筋の作業性確保と支保工施工時における事故発

生リスクの低減を図った。 

本稿は施工の効率化・高品質化を図るために，実施した横桁部での鉄筋・PC ケーブルの干渉確認と，供用交通

への負荷低減・公衆災害発生防止を目的とした支保工の施工計画に着目した CIM の取組みについて報告する。 

キーワード：BIM/CIM PC 橋 生産性向上 交通負荷低減 

 

1．はじめに 

建設業界において，人口減少や少子高齢化にともなう

担い手不足の対応として国土交通省が提唱する i-

Construction の取組みの一環として，ICT の全面活用推

進 を 目 指 し BIM/CIM （ Building ／ Construction 

Information Modeling Management） の導入を推進し

ている。そこで本工事においても，建設生産システムの

課題を解決し業務効率化を図るために BIM/CIM モデル

の活用を行った。 

本稿は，本工事で実施した a）BIM/CIM モデルを活用

した効率的な照査，b）施工段階における BIM/CIM モデ

ルの効率的な活用方法について報告する。 

2．余戸南第 4 高架橋の概要 

（1）架設場所の特徴 

松山外環状道路（図 1）は慢性的な渋滞がみられる松

山環状線の外側に位置し，松山空港や松山港といった地

域開発拠点を結び，同時に松山自動車道松山 IC や伊予・

松山港連絡道路を接続するため，飽和状態に達した松山

市内の渋滞解消はもちろん，松山環状線のアクセス改善

効果も期待される。 

その中での余戸南第 4 高架橋は PC5 径間連続ラーメ

ン中空床版橋である。施工位置（図 2）は，民家が密集し

ており DID 市街地に指定されている。製作ヤードの両側

には，供用中の道路があり毎時 500 台近くの交通量があ

る。この道路の終点側に松山空港があり，クレーン作業

による上空作業制限高さが設定されている。作業時間の

制約はないものの公衆災害防止の観点から供用中の道路

端から俯角 75°に干渉する部分では，規制作業がある。 

 

 
図 1 施工区間 

 

図 2 施工位置 
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（2）工事諸元 

 

3．BIM/CIM モデルを活用した現場作業の効率化  

（1）概要 

今回施工を行う橋梁は中空床版橋である。支点横桁部

は，桁高 1.3 m の断面に鉄筋・PC ケールが高密度に配

置されており，鉄筋・PC 鋼線干渉や組立手順の確認は，

工期遅延リスクの低減となる。このため，フロントロー

ディングの観点からは，事前に設計検討や問題点の改善

を図ることで，鉄筋・PC 鋼線干渉リスクを低減するとと

もに，設計品質を高めることが可能となった。 

（2）CIM モデルを活用した照査 

CIM モデルの照査範囲は，端支点・中間支点横桁部と

し，鉄筋・PC 鋼材・支承装置をモデル化した。CIM 作

成モデルを図 4 に示す。 

・対象構造物 

上り線 端支点部：P16・P21  

     中間支点部：P17・P18・P19・P20 

 

 

 

・3次元モデルの種類： 

詳細度（ソリッド・詳細度400） 

・使用ソフト：V-nasClair2021（64BIT）＋アドオンソ

フト（i-ConCIM_Kit） 

 

本工事の橋梁概要を表1に，全体一般図を図3に示す。 

 

表1 橋梁概要 

工 事 名 令和2-5年度 外環空港線余戸南第4高架橋上り，下り上部工事 

発 注 者 国土交通省 四国地方整備局 

工事場所 愛媛県松山市余戸南地先 

工  期 2020年 2月～2023年 6月 

構造形式 PC5径間連続ラーメン中空床版橋（2連） 

橋  長 143.0 m 

支  間 27.750 m+3@28.600 m+27.900 m 

有効幅員 18.380 m～29.287 m（上下線） 

 
 

 

 

 

図 3 全体一般図（上：側面図 下：断面図 単位：mm） 

 

図 4 P21 橋脚部 3D モデル 

余戸南第４高架橋（上下線分離）PC５径間連続ラーメン中空床版橋（2 連）L＝143ｍ 
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（3）照査結果と改善対策 

照査の結果，以下の 4 つの干渉が確認された。 

① 支承配置部について，支承アンカーと桁高変化に

よる主桁橋軸鉄筋・橋軸直角鉄筋の干渉を確認し

（図5），鉄筋の配置位置を変更することにより事

前に対応した（図6）。 

② 主桁の配筋について，横桁スターラップと主桁ス

ターラップの干渉を確認し，横桁鉄筋の形状を変

更し干渉を解消した。 

③ 横桁鉄筋とPCケーブルの干渉を確認し，横桁鉄筋

の配置位置を変更することにより対応した。 

④ 主桁スターラップ（図7)，張出床版鉄筋とPCケー

ブルの干渉を確認，PCケーブルの配置位置を優先

し，主桁鉄筋の形状の変更や配置位置を移動し干

渉を避けた（図8）。 

 

4．施工段階における BIM/CIM モデルの効率的な

活用方策 

（1）施工箇所の状況 

施工箇所は，事業進行中の松山環状道路空港線の延長

区間であり，部分供用している道路の交通が施工箇所の

側部道路に流入している。 

この側道の交通量は，昼間（7 時～17 時）には 500 台

/時間で，頻繁に渋滞が発生している。施工する橋体は側

道に近接し，支保工の計画を行うにあたって，この一般

交通を考慮した施工計画を行う必要があった。 

なお，当初計画では固定式支保工架設工法が採用され

ていた。支保工の詳細計画にあたっては，図面により支

保工の概略の設置計画を行い，支保工の側部足場は ON

ランプ橋（写真 1）を含む側道の一部車線内に配置する

必要があることが確認された。 

また，現地踏査により，側道に設置されている道路案

内標識が計画支保工に近接していることが確認された

（写真 2）。 

 

 

 

図 6 支承配筋図（照査後） 

 

 

図 8 主桁スターラップ形状（照査後） 

 

写真 1 施工位置写真（ランプ橋） 

 

図 7 主桁スターラップ形状（照査前） 

 

ランプ橋 

 

図 5 支承配筋図（照査前） 
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（2）支保工計画 

(a）側道交通に対する落下物に対する防護 

建設工事公衆災害防止対策要綱により地上 4 m 以上

で作業する場合において，俯角 75 度以上のところに

一般の交通等の場所があるときは，作業する場所の周

囲その他危害防止上必要な部分に落下物による危害を

防止するための必要な施設を設けなければならない。 

(b）道路案内標識を考慮した計画 

標識について，支保工との干渉や走行している車両

からの視認性を確保しなければならない。 

(c）支保工の組立解体における道路規制の計画 

支保工の組立解体時は落下物に対する防護を行うこ

とが困難であるために側道の通行止めを実施しなけれ

ばならない。 

上記の 3 項目について，施工位置の状況を鑑み支保

工構築における安全の配慮，干渉物の有無や支保工形

状，組立解体方法などをより詳細に計画を行う必要が

あった。 

（3）支保工計画の CIM モデル作成 

CIM モデル作成にあたっては，設置型 3 次元レー

ザースキャナーを用いて現地の地形点群データを取得

し，測量結果を点群情報として集積・モデリングとい

う過程を経てシームレスに CAD 化を行なった（図 9）。

つぎに，測定された地形 CAD データを基に 3D CAD

にて支保工計画図を作成した（図 10）。 

 

（4）CIM モデルの活用 

支保工計画を行うにあたって詳細な地形データを基に

以下の 3 つの対策を行った。 

①側道交通に対する落下物の防護範囲（作業場所から

俯角 75 度以上）の設定を行なった。 

現場作業開始に先立って現場職員と作業員がこの

3D モデルをもとに施工会議を行い，作業手順等を

確認した。 

②道路案内標識について,支保工が標識に干渉しない,

また一般交通からの視認性（右折車両が停止位置で

標識の確認が可能）を確保し支保工形状を改良した

（図 11）。   

③道路規制計画について，側道のランプ橋部は平面線

形が曲線であり上り勾配と３次元的な変化となって

いるため道路規制が必要な部分の判断は複雑な計算

が必要である。今回は CIM モデルを使用して３次

元による。俯角 75 度の面を支保工図に投影するこ

とで道路規制が必要な位置を明確に判断することが

可能であった（図 12）。 

 

 

 

写真 2 施工位置写真（案内標識） 

  

図 9 地形データ 

 

図 10 支保工計画結合データ 

 

図 11 道路標識視認性確認 
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BIM/CIM での緻密な計画をした結果，工事看板視認

性を確保し（写真 3），俯角 75°の範囲内での支保工組立

の際に支障物件（写真 4）との干渉もなくスムーズな施

工を行うことができた。 

 

 

5．まとめ 

（1）BIM/CIM を活用した効率的な照査 

今回の設計照査は，2 次元の図面を CIM モデルで補足

することで行った。CIM モデルを使用した設計照査を行

うことで，施工前に 2 次元の図面を基に干渉の事前確認

する場合や事前知識のない場合と比較して短時間で確認

できた。 

また，図面に精通した照査担当者でなくとも一目瞭然

に支保工組立時の干渉部を把握することが可能であった

（写真 5）。CIM モデルを事前に職員と作業員が目視に

より確認することで，組立手順の確認を行うことができ

た（写真 6）。 

その結果，実施工に関して干渉による問題の発生や組立

手順の間違いによる手戻りが発生せず，スムーズに鉄筋の

組立てを行うことができ，生産性の向上につながった。 

今回は BIM/CIM モデル活用工事であり CIM モデル

を新たに作成した。今後は施工者が CIM モデルの作成

を行うのではなく，CIM モデル化している設計図書が発

注時に存在していれば，さらに業務の効率化に寄与でき

ると考える。 

 

また，本橋の中間支点はラーメン構造で，下部工より

突出している鉄筋が上部工に配置されるため，この鉄筋

と上部工の鉄筋が干渉することが懸念された。 

そのため，橋脚施工前に高所作業車にて鉄筋の標高を

測定し，鉄筋配置を確認したところ鉄筋が干渉すること

を確認した。干渉箇所の配筋については，発注者と協議

して鉄筋加工や組立を行った（写真 7）。 

今回は実施できなかったが，このような場合を想定し，

下部工出来形を 3D スキャナにより CIM モデル化し後

 

写真 3 工事看板視認性確保 

 

写真 4 支障物件（ガードレール） 

 

写真 5 干渉部の把握（支保工組立） 

 
写真 6 組立手順の確認 

 

 

図 12 道路規制範囲計画 

俯角７５度 
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工程における活用を前提とした属性情報等を付与すれば，

次工程の作業の効率化に寄与すると考えられる。 

 

（2）施工段階の効率的な活用方策 

支保工計画において,施工位置の地形や構造物などを 3

次元レーザースキャナー測量により 3 次元化したデータ

を用いたことにより，適切な安全管理の計画や事前に周

辺交通に与える影響の確認と対策を計画・実施すること

ができた（写真 8）。 

 

また，施工においては一時通行止め規制の時間を一定

程度短縮することができ，交通負荷の低減に寄与するこ

とができた。今後，施工位置の詳細なデータの把握が可

能となれば，より精密で高度な施工計画（支保工形状・

桁架設工法等）を行うことが可能となる。同時に施工現

場も精密な管理が必要となり，詳細な計画を正確に実施

する施工能力が必要となる。 

 

 

 

 

6．おわりに 

最後に，本橋は，約 2 年 3 ヶ月の工期を経て，2023 年

6 月，竣工する予定である。 

本報告が類似工事の参考となれば幸いである。 
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写真 8 レーザースキャナー測量機材 

 

写真 7 支保工組立 
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